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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源を収納した本体と；
本体に一端が開閉可能に枢支された蓋体と；
蓋体に一端が枢支され他端に係止部を形成した移動係止部材と；
本体に移動係止部材と対向して設けられ、移動係止部材の係止部が移動するガイド及びガ
イドの両端に連続して形成された係合部を有する固定係止部材と；
移動係止部材と固定係止部材の係合を解除する解除手段と；
本体と蓋体の開閉端に設けられ蓋体を閉止した状態に保持するラッチ機構とを具備し；
蓋体を開放した状態で移動係止部材を一方の係合部に係合し保持すると共に、蓋体を閉止
した状態で移動係止部材を他方の係合部に係合し、かつラッチ機構により保持するように
したことを特徴とする照明器具。
【請求項２】
上面を開口し光源を保持すると共に支柱に取付けるための取付部を一端部に有する灯具本
体と；
灯具本体の上面を開放する位置と塞ぐ位置との間で開閉自在となるように灯具本体の支柱
側の一端部に枢支される蓋体と；
灯具本体及び蓋体それぞれにおいて支柱から遠い側の各先端部の一方に取付けたラッチ部
材を他方に取付けたラッチ受け部材に引掛係止して蓋体により灯具本体の上面を塞いだ状
態を保持するラッチ機構と；



(2) JP 4632128 B2 2011.2.16

10

20

30

40

50

蓋体に一端が枢支され他端に係止部を形成したアーム状の移動係止部材と；
灯具本体に移動係止部材と対向して設けられ、移動係止部材の係止部が移動するガイド及
びガイドの両端に連続して形成された凹部からなる係合部を有する固定係止部材と；
本体外部から操作可能に取付けられ移動係止部材と固定係止部材の係合を解除する解除手
段とを具備し；
蓋体を開放した状態で移動係止部材を一方の係合部に係合し保持すると共に、蓋体を閉止
した状態で移動係止部材を他方の係合部に係合し保持しながらラッチ機構により保持する
ことを特徴とする照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、本体に枢支した開閉可能な蓋体を保持する開閉装置の保持機構を用いた道路
灯などの照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の照明器具は、高速道路等に設置されたポールやアームなど、支柱先端部の高い
位置に設置されて使用される。
【０００３】
　このため、強風や大形車両の激しい往来による振動などによって、本体に設けられた蓋
体が外れて落下したり、風で飛ばされる恐れがある。このため本体を強固に支柱に取付け
ると共に、蓋体を閉止した状態に確実に保持させる必要がある。
【０００４】
　このため、従来の照明器具ではラッチ装置によって蓋体を本体に閉止した状態で保持さ
せると共に、ラッチ装置とは別に蓋体を本体に固定するための開き防止ネジを設けたもの
がある（例えば、特許文献１の図９、開き防止ねじ４２参照）。
【０００５】
　しかしながら、この種の照明器具は、上記のように高い位置での設置作業となるため、
施工作業をできる限り簡易でかつ容易な作業にする必要がある。しかしラッチ装置をロッ
クした後に、さらに開き防止ネジを締め付ける二重の手間のかかる作業をしなければなら
い。さらにラッチ装置をロックした後での作業となり、開き防止ネジを締め付ける作業を
忘れる恐れがある。
【０００６】
　この問題を解決するため、例えば、特許文献１に示される照明器具が知られている。
【０００７】
　特許文献１に示されるものは、灯具本体の先端部に取付けたラッチ部材と、蓋体の先端
部に取付けたラッチ金具とでラッチ装置を構成し、蓋体の先端部に設けたロック用フック
と灯具本体の先端部に設けたロック部とで落下防止装置を構成し、蓋体を閉止した状態で
、ラッチ装置を係合する作業を忘れたり、ラッチ装置が破損してラッチ装置が外れてしま
っても、落下防止装置により蓋体の閉止状態を保持し、振動や風によって蓋体が開き、落
下してしまうことを防止するようにしている。
【０００８】
　一方、この種の照明器具は、蓋体を開放した状態で、設置時の電気配線作業やランプ交
換等のメンテナンスを行う必要があり、その作業を１人で行えるようにするために、蓋体
を開放した状態に保持するストッパを設けたものがある（例えば、特許文献２参照）。
【０００９】
　特許文献２に示されるものは、灯体上部（蓋体）を開いた状態で保持するストッパを設
け、蓋体を開放した位置に保持するように構成している。
【特許文献１】特開２００４－７９２４１号公報
【特許文献２】特開２０００－３２２９０３号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１に示される照明器具は、灯具本体の先端部に取付けたラッチ
装置の構成部品と、蓋体の開放を防止するための落下防止装置の構成部品を、支柱とは反
対側の灯具本体と蓋体の先端部に一体的に集中して構成しているため、部品が複雑な構成
となると共に、構造が複雑となり、さらに狭い箇所に複雑で細かい部品を使って組み立て
る作業が必要となり、組み立て作業が煩雑となるなどの新たな問題が生じる。
【００１１】
　本発明は、上述した問題、課題を解決することを目的とし、蓋体を閉止した状態で確実
に保持させることが可能な開閉装置の保持機構を用いた照明器具を提供しようとするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　請求項１に記載の照明器具の発明は、光源を収納した本体と；本体に一端が開閉可能に
枢支された蓋体と；蓋体に一端が枢支され他端に係止部を形成した移動係止部材と；本体
に移動係止部材と対向して設けられ、移動係止部材の係止部が移動するガイド及びガイド
の両端に連続して形成された係合部を有する固定係止部材と；移動係止部材と固定係止部
材の係合を解除する解除手段と；本体と蓋体の開閉端に設けられ蓋体を閉止した状態に保
持するラッチ機構とを具備し；蓋体を開放した状態で移動係止部材を一方の係合部に係合
し保持すると共に、蓋体を閉止した状態で移動係止部材を他方の係合部に係合し、かつラ
ッチ機構により保持するようにしたことを特徴とする。
【００１３】
　本発明において、係止部を形成した移動係止部材は、棒状をなす部材の一端を折り曲げ
て枢支部を形成し、他端を同様に折り曲げて凸部からなる係止部を形成しても、板材をプ
レス等により成型して枢支部及び係止部を形成して構成してもよい。
【００１４】
　移動係止部材の係止部が移動するガイドは、長溝や長穴内を移動係止部材がガイドされ
て移動する手段でも、単なるレール上を移動係止部材がレールに沿って移動する手段であ
ってもよく、その具体的な構成、手段は限定されない。
【００１６】
　ガイドの両端に連続して形成された係合部は、例えば、長溝の両端に凹部を形成し、移
動係止部材を凹部に落とし込むことによって係合させる手段でも、逆に、移動係止部材に
凹部を形成し、固定係止部材の凸部を凹部に係合させる手段でもよく、要は、移動係止部
材と固定係止部材のいずれか一方に、凸部と凹部、それぞれが対向するように設けられて
係合関係に構成された手段、全てを許容する。
【００１７】
　固定係止部材の両端に係合部が形成され、蓋体を開放した状態で移動係止部材を一方の
係合部に係合し保持することができ、ランプ交換等で不用意に蓋体が閉まるなどの危険を
回避できる。さらに、蓋体を閉止した状態で移動係止部材が他方の係合部に係合して保持
することで、器具の開閉端に設けられたラッチ機構と共に照明器具の本体と蓋体の固定を
保持できる。
【００１８】
　解除手段は、直接手で、若しくはドライバー等の工具を使用して、移動係止部材と固定
係止部材の係合を解除するように構成しても、蓋体が閉止された状態で外から容易に解除
できるように、別途の解除機構を設置し、手で外方から解除機構を介して解除させるよ
うにしてもよい。
【００１９】
　解除機構を介する解除手段は、蓋体を閉止した状態を解除するために設けることが好ま
しいが、蓋体を開放した状態を解除するために設けてもよい。
【００２０】
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　本発明の照明器具は、高速道路などの道路灯に限らず、防犯灯や街路灯などの屋外用照
明器具でも、さらには体育館、ホール等に使用される屋内用の照明器具でもよく、一端を
互いに枢支した本体および蓋体を有する全ての照明器具を許容する。
【００２６】
　請求項２に記載の照明器具の発明は、上面を開口し光源を保持すると共に支柱に取付け
るための取付部を一端部に有する灯具本体と；灯具本体の上面を開放する位置と塞ぐ位置
との間で開閉自在となるように灯具本体の支柱側の一端部に枢支される蓋体と；灯具本体
及び蓋体それぞれにおいて支柱から遠い側の各先端部の一方に取付けたラッチ部材を他方
に取付けたラッチ受け部材に引掛係止して蓋体により灯具本体の上面を塞いだ状態を保持
するラッチ機構と；蓋体に一端が枢支され他端に係止部を形成したアーム状の移動係止部
材と；灯具本体に移動係止部材と対向して設けられ、移動係止部材の係止部が移動するガ
イド及びガイドの両端に連続して形成された凹部からなる係合部を有する固定係止部材と
；本体外部から操作可能に取付けられ移動係止部材と固定係止部材の係合を解除する解除
手段とを具備し；蓋体を開放した状態で移動係止部材を一方の係合部に係合し保持すると
共に、蓋体を閉止した状態で移動係止部材を他方の係合部に係合し保持しながらラッチ機
構により保持することを特徴とする。
【００２７】
 支柱は、直線状のポールやＬ字形等に曲がったアーム等、照明器具を支持するための支
柱、全てが許容される。
【発明の効果】
【００３０】
　請求項１の発明によれば、蓋体に枢支された移動係止部材と、係合部を有する固定係止
部材と、移動係止部材と固定係止部材の係合を解除する解除手段と、蓋体を閉止した状態
に保持するラッチ機構を設けることにより、蓋体を開放した状態で保持すると共に、蓋体
を閉止した状態で保持することが可能で、さらに蓋体を開放及び閉止した保持状態を容易
に解除することが可能な照明器具を提供することができる。
【００３１】
　請求項２の発明によれば、灯具本体の支柱側の一端部に枢支される蓋体と、支柱から遠
い側の各先端部に取付けたラッチ機構により、ラッチ機構と開閉装置の保持機構とを離し
て配置することが可能となり、保持機構の構造が簡単で、かつ組立て作業が容易で、さら
に高所における設置作業やメンテナンス作業を容易かつ安全にすることが可能な照明器具
を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、本発明の照明器具の実施形態につき説明する。
【実施例１】
【００３３】
　まず、照明器具に用いられる開閉装置の保持機構の構成を図１に従い説明する。
【００３４】
　１０は本発明の照明器具に用いられる開閉装置の保持機構で、移動係止部材１１と、固
定係止部材１２及び解除手段１３で構成する。
【００３５】
　移動係止部材１１は、鉄、ステンレス、アルミニウム等の金属棒で直線状をなす本体１
１ａを構成し、本体の一端をＬ字形に折り曲げて枢支部１１ｂを形成し、他端を同様に折
り曲げてＵ字形の凸部からなる係止部１１ｃを形成し、全体として棒体によるアーム状を
なす形状に構成する。
【００３６】
　固定係止部材１２は、鉄、ステンレス、アルミニウム等の金属板から断面がＬ字形をな
す本体１２ａを形成し、本体の長手方向に沿って、本発明のガイドとなる直線状の長溝１
２ｂを形成し、長溝の両端に連続して、係合部となる凹部１２ｃ、１２ｄを形成し、全体
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としてレール状をなす形状に構成する。
【００３７】
　一方の凹部１２ｃ（図１中手前側の凹部）は、奥側に傾斜した凹部に形成する。
【００３８】
　上記に構成した移動係止部材１１の係止部１１ｃを、固定係止部材１２の長溝１２ｂに
嵌合し、係止部のＵ字の底辺が長溝のレールとなる底辺に乗り長溝の長手方向に沿って移
動できるように組み立てる。
【００３９】
　これにより、移動係止部材１１の係止部１１ｃが固定係止部材１２の長溝１２ｂ内を移
動して、凸部からなる係止部１１ｃが一方の凹部１２ｃ及び他方の凹部１２ｄ内に落とし
込まれ係合される。一方の凹部１２ｃは、奥側に傾斜した凹部に形成されているため、係
止部１１ｃが傾斜した奥に入り込んだ状態で係合し、外れ難くなる。
【００４０】
　解除手段１３は、凹部１２ｃ及び凹部１２ｄにそれぞれ対応して設けられ、係止部１１
ｃが傾斜した奥に入り込んだ状態で係合する一方の凹部１２ｃには、後述する蓋体が閉止
された状態で外から容易に解除できるように、別途の解除機構１４を設置し、手で外方か
ら解除機構１４を介して解除させるように構成する。
【００４１】
　他方の凹部１２ｄの解除手段は、作業者の手で直接、移動係止部材１１と固定係止部材
１２の係合を解除することによって構成する。
【００４２】
　すなわち、一方の凹部１２ｃに対応する解除機構１４は、支持枠１４ａ、カム部材１４
ｂ、操作ボタン１４ｃ及びコイルスプリング１４ｄからなる。
【００４３】
　支持枠１４ａは、板金を成形して断面Ｕ字形をなす枠部１４ａ１及びＬ字形に曲折した
支持部１４ａ２からなり、枠部に上下に連通する角孔からなる２個のガイド孔１４ａ３を
形成する。
【００４４】
　カム部材１４ｂは、短冊状をなす金属板の上端部を傾斜させてカム１４ｂ１を形成し、
カムの下方に短冊の長手方向に長溝からなるガイド溝１４ｂ２を形成する。
【００４５】
　操作ボタン１４ｃは、合成樹脂で支持部１４ｃ１及び鍔部を有する操作部１４ｃ２を一
体に形成する。
【００４６】
　上記に構成した支持枠の支持部１４ａ２を、レール状をなす固定係止部材１２に凹部１
２ｃの下方に位置して２個のネジで固定し、ガイド孔１４ａ３にカム部材１４ｂのカム１
４ｂ１を先端にして挿入し、カムを凹部１２ｃの下方に対向させて位置させる。
【００４７】
　この際、カム部材１４ｂのガイド溝１４ｂ２に対応した固定係止部材１２にネジピン１
４ｅを固定し、ピンの先端部をガイド溝に嵌合させる。
【００４８】
　さらに、支持枠１４ａの枠部１４ａ１から下方に突出したカム部材１４ｂにコイルスプ
リング１４ｄを挿入し、カム部材の下端に操作ボタン１４ｃを嵌め込み、支持部１４ｃ１
と共にネジで固定する。これによりコイルスプリング１４ｄがカム部材１４ｂに巻かれた
状態で、枠部１４ａ１底面と操作ボタン１４ｃの操作部１４ｃ２上面との間に介在した状
態となる。
【００４９】
　他方の凹部１２ｄの解除手段１３は、凹部１２ｄに落とし込まれ係合したアーム状の移
動係止部材１１を、直接手で、若しくはドライバー等の工具を使用して、図２中矢印の方
向に引き上げ、係止部１１ｃと凹部１２ｄの係合を解除する。
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【００５０】
　なお、凹部１２ｄの解除手段１３として、上記の手による解除手段１３に代えて、上述
した凹部１２ｃの解除機構１４を設けるようにして構成してもよい。
【００５１】
　次に、上記に構成した開閉装置の保持機構１０の作動につき、図２～図４に従い説明す
る。
【００５２】
　まず、開閉装置の保持機構１０は一端を互いに枢支した蓋体と本体に設置されて使用さ
れる。
【００５３】
　すなわち、蓋体ａと本体ｂの一端を蝶番ｃで枢支し、蓋体ａの蝶番側にアーム状をなす
移動係止部材１１の枢支部１１ｂを軸受ｄに回動できるように軸止する。
【００５４】
　さらに、本体ｂの底面に形成された２本の支持ボスｅに固定係止部材１２の本体１２ａ
をネジで固定する。
【００５５】
　また、解除機構１４の操作ボタン１４ｃを本体底部に形成した貫通孔ｆから突出させ、
本体の底面外方から操作ボタンが操作できるようにする。
【００５６】
　これにより蓋体ａ及び本体ｂに開閉装置の保持機構１０が設置される。
【００５７】
　上記に構成した蓋体ａを開放すると、アーム状をなす移動係止部材１１の枢支部１１ｂ
が回動しながら、係止部１１ｃのＵ字の底辺が長溝１２ｂのレールとなる底辺に乗り、長
溝１２ｂに沿ってガイドされ図中右方向に移動し、長溝の右端の凹部１２ｄ内に、その自
重により落とし込まれる（図２）。
【００５８】
　これにより、係止部１１ｃのＵ字の底辺が凹部１２ｄと係合し、アーム状の移動係止部
材１１がストッパの役目をなし、蓋体ａの閉止方向へ動きが停止され、蓋体が開放したま
まの状態で保持される。
【００５９】
　蓋体ａを閉止する場合には、まず、蓋体を左手で保持し、アーム状の移動係止部材１１
を右手で、若しくはドライバー等の工具を使用して、図２中矢印の方向に引き上げ、係止
部１１ｃと凹部１２ｄの係合を解除する。
【００６０】
　解除されフリーとなった蓋体ａをそのまま閉じて行くと、アーム状をなす移動係止部材
１１の枢支部１１ｂが回動しながら、係止部１１ｃがレール状をなす固定係止部材１２の
長溝１２ｂに沿ってガイドされ図２中左方向に移動し、長溝１２ｂの左端の凹部１２ｃ内
に、蓋体ａ及び移動係止部材１１の自重により落とし込まれ、係止部１１ｃのＵ字の底辺
が凹部１２ｃの傾斜した奥に入り込んだ状態で係合する（図３）。
【００６１】
　これにより、蓋体ａが本体ｂに対し閉止されると同時に、係止部１１ｃが凹部１２ｃに
係合して蓋体の開放する方向へ動きが確実に停止され、蓋体が閉止した状態で保持される
。
【００６２】
　この状態で蓋体ａの開閉端を手で開けようとしても、係止部１１ｃのＵ字の底辺が凹部
１２ｃの傾斜した奥に入り込んだ状態で係合しているので強固に保持され、外れることは
ない。この状態で係止部１１ｃのＵ字の底辺がカム部材１４ｂのカム１４ｂ１上面に対向
した状態となっている。
【００６３】
　この閉止状態から、蓋体ａを開放するには、まず、本体ｂ底部から突出させた解除機構



(7) JP 4632128 B2 2011.2.16

10

20

30

40

50

１４の操作ボタン１４ｃをコイルスプリング１４ｄの弾力に抗して指で押す。
【００６４】
　これによりカム部材１４ｂが、ガイド溝１４ｂ２に嵌合させたピン１４ｅをガイドにし
て上方に移動し、カム部材のカム１４ｂ１上面によって係止部１１ｃのＵ字の底辺が押し
上げられ、凹部１２ｃの奥に入り込んだ係止部１１ｃのＵ字の底辺が凹部１２ｃの傾斜に
沿って押し上げられ、凹部１２ｃから飛び出し係合が外れる（図４）。
【００６５】
　この状態で蓋体ａを上方に開けば、上述した開放時の作動で蓋体は開放した状態に保持
される。
【００６６】
　なお、係止部１１ｃと凹部１２ｃの係合を解除した後に、指を離せば操作ボタン１４ｃ
は操作時に圧縮されたコイルスプリング１４ｄの弾力により、元の位置に復帰する。
【００６７】
　上記構成において、移動係止部材１１と固定係止部材１２の係合を、移動係止部材１１
の凸部からなる係止部１１ｃと固定係止部材１２の凹部１２ｃ、１２ｄで構成したが、凸
部と凹部の関係を逆に構成してもよい。
【００６８】
　すなわち、図５にその構成を概略的に示すように、移動係止部材１１の先端部に鉤状の
凹部からなる係止部１１ｃ'を形成して全体として金属板によるアーム状をなす形状に構
成する。
【００６９】
　固定係止部材１２は、移動係止部材１１の鉤状の凹部からなる係止部１１ｃ'が係合す
る凸部１２ｃ'、１２ｄ'を形成し、全体としてレール状をなす形状に構成する。一方の凸
部１２ｃ'は、鉤状の凸部に形成する。
【００７０】
　これにより、蓋体ａを開放したときに、固定係止部材１２の凸部１２ｄ'に移動係止部
材１１の鉤状の凹部からなる係止部１１ｃ'を落とし込んで係合させて保持し（図５中の
破線）、蓋体ａを閉止したときに鉤状の凸部１２ｃ'に係止部１１ｃ' の鉤状の凹部を係
合し（図５中の実線）、蓋体ａの開放状態及び閉止状態を保持するようにしてもよい。
【００７１】
　この場合も、蓋体ａが閉止した状態で、蓋体の開閉端を手で開けようとしても、鉤状の
凹部と凸部とが互いが奥に入り込んだ状態で係合しているので強固に保持され外れること
はない。
【００７２】
　なお、開放及び閉止状態を解除するには、上記構成と同様に、開放状態は手で移動係止
部材１１を引き上げることで解除し、閉止状態は解除機構１４の操作で解除する。
【００７５】
　上記構成の開閉装置の保持機構によれば、移動係止部材１１と固定係止部材１２により
、蓋体を開放した状態で確実に保持することができ、さらに、移動係止部材と固定係止部
材により蓋体を閉止した状態で確実に保持することができる。
【００７６】
　また、蓋体ａを開放した状態で保持する構成手段（ストッパ）と、蓋体を閉止した状態
で保持する構成手段を、移動係止部材１１と固定係止部材１２からなる共通の一つの構成
手段で行うことができ、従来の特許文献１及び２に個々に示されるように、別個の構成手
段でそれぞれの機能を果す必要がなく、構成が簡単で、組み立て作業も容易に行うことが
できる開閉装置の保持機構を提供することができる。
【００７７】
　また、開閉装置の保持機構を構成する各部品は、金属の棒体や金属板をプレス加工等す
ることにより形成することができ、単純かつ簡単な構成であり、また主たる構成部品は移
動係止部材１１と固定係止部材１２及び解除機構１４の３点で構成され、部品点数も少な
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く、より一層、構成が簡単で、組み立て作業も容易に行うことができる。
【００７８】
　次に、上記に構成された開閉装置の保持機構を用いた照明器具の構成を図６～図７に従
い説明する。
【００７９】
　本実施形態の照明器具は、高速道路用の道路灯として構成したものである。
【００８０】
　道路灯２０は、光源２１、光源を収納して保持し支柱Ｐに取付けられる灯具本体２２、
灯具本体の支柱側の一端部に開閉可能に枢支された蓋体２３、灯具本体の支柱側に設けら
れた開閉装置の保持機構２４、灯具本体２２及び蓋体２３それぞれにおいて支柱Ｐから遠
い側の各先端部の開閉端に設けられたラッチ機構２５で構成する。
【００８１】
 光源２１（以下、単に「ランプ」と称す）は、高圧ナトリウムランプ等のＨＩＤランプ
で構成し、灯具本体２２内に収納して保持される。
【００８２】
 灯具本体２２は、アルミダイカスト製の上面を開口した箱体で構成し、中間部に設けら
れた仕切壁２２ａにより、空間の広い収納部２２ｃ及び空間の狭い支持部２２ｄを形成し
、収納部の底面に強化ガラスからなる透明板２２ｅを取付けた照射開口２２ｆを形成し、
支持部２２ｄに支柱、本実施形態ではポールＰへ器具を取付けるための取付部、本実施形
態では筒状のポール支持部２２ｇを一体に形成する。
【００８３】
 収納部２２ｃ側に面する仕切壁２２ａにはランプ２１のソケット２１ａが取付けられ、
ソケットにランプが灯具本体２２の長手方向に沿って配置され、着脱可能に装着される。
これにより光源となるランプ２１が灯具本体２２内に収納されて保持される。
【００８４】
 ポール支持部２２ｇを形成した支持部２２ｄ側の開口端部には、ヒンジ部を形成し蓋体
２３の一端部を開閉可能に枢支する。
【００８５】
 蓋体２３は、灯具本体２２と同様にアルミダイカスト製で、灯具本体の上面開口を塞ぐ
形状に構成し、その内面にアルミニウム等の板材でドーム形状に形成した反射体２６を、
その開口部がランプ２１上面に面するようにして取付け、一端部にヒンジ部を形成し、灯
具本体２２のヒンジ部と共にヒンジ２７を構成して開閉ができるように構成する。これに
より蓋体２３が灯具本体２２のポールＰ側の一端部に枢支される。
【００８６】
　開閉装置の保持機構２４は、上述した構成の開閉装置の保持機構１０を用いた構成で、
以下開閉装置の保持機構の各構成要素の符号は、図１～図４に記載の符号を用いて説明す
る。
【００８７】
　開閉装置の保持機構２４は、レール状をなす固定係止部材１２を灯具本体２２のポール
Ｐ側に設けられた支持部２２ｄ内の一側壁に沿って支持する。
【００８８】
　すなわち、支持部２２ｄの底面に一体に形成された２本の支持ボス２８に固定係止部材
１２の本体１２ａをネジで固定して支持する。
【００８９】
　さらに、アーム状をなす移動係止部材１１の枢支部１１ｂを蓋体２３内面のヒンジ側に
形成された軸受２９に回動できるように軸止する。
【００９０】
　また、解除機構１４の操作ボタン１４ｃを灯具本体２２の底面に形成した貫通孔３０か
ら突出させ、灯具本体の底面外方から操作ボタンが操作できるように構成する。
【００９１】
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　上記構成により、開閉装置の保持機構２４が道路灯２０のポールＰ側でヒンジ２７の近
傍に位置して設けられる。
【００９２】
　ラッチ機構２５は、ラッチ部材２５ａとラッチ受け部２５ｂからなり、ラッチ部材２５
ａは断面略く字状をなし、一端部にラッチ突起２５ｃを、他端部が矩形環状のリンク２５
ｄを介して灯具本体２２の開閉端、すなわちヒンジ２６と反対側であるポールＰから遠い
側の先端部に取付けられる。
【００９３】
　ラッチ受け部２５ｂは、ラッチ突起２５ｃが係合する凹部２５ｅを有してラッチ部材２
５ａに対応して蓋体２３の開閉端、すなわちヒンジ２６と反対側であるポールＰから遠い
側の先端部に取付けられる。
【００９４】
　上記に構成したラッチ機構２５は、蓋体２３を灯具本体２２に対し閉止した状態で、ラ
ッチ部材２５ａのラッチ突起２５ｃをラッチ受け部２５ｂの凹部２５ｅに係合し、リンク
２５ｄの弾性に抗してく字状のラッチ部材２５ａを上方に回動させ係止することにより、
蓋体２３を灯具本体２２に閉止した状態で強固に保持する。
【００９５】
　なお、灯具本体２２と蓋体２３との間には図示しないパッキングを介在させ、蓋体を閉
止した状態で蓋体と灯具本体は水密かつ気密にして防水性能を有するように構成する。
【００９６】
　灯具本体２２の照射開口２２ｆに取付られた透明板２２ｅもパッキングを介在して取付
けられ、水密かつ気密にして防水性能を有するように構成する。
【００９７】
　灯具本体２２におけるポール支持部２２ｇを形成した支持部２２ｄの空間部には、図示
しない電気配線用端子板等の部品が収納される。
【００９８】
　また、自動車等がポールＰに衝突した衝撃で、灯具本体がポールから落下しないように
、図示しない落下防止用のワイヤーで灯具本体２２とポールＰ先端部を連結する。
【００９９】
　次に、上記に構成した照明器具の作動につき説明する。
【０１００】
　まず、道路灯２０は、蓋体２３を灯具本体２２に閉止した状態で、クレーン等を使用し
て、ポールＰの先端に運び、ポール支持部２２ｇをポールＰの先端部に挿入し、ボルトで
灯具本体２２をポールＰに強固に固定する（図６）。
【０１０１】
　次に内部配線等の作業を行うために、蓋体ａを開放する。
【０１０２】
　なお、本実施形態の照明器具は、上述した開閉装置の保持機構１０を用いているので、
開閉装置の保持機構２４の作動は上述した開閉装置の保持機構１０と同様に作動するもの
であり、図２～図４に従って説明する。
【０１０３】
　開閉装置の保持機構１０を示す図２～図４及び道路灯２０を示す図６～図７には、共通
する構成要素の符号を、それぞれ（）書きで表示した。
【０１０４】
　蓋体ａ（２３）を開放すると、開閉装置の保持機構１０（２４）の移動係止部材１１の
枢支部１１ｂが回動しながら係止部１１ｃが長溝１２ｂに沿って図２中右方向に移動し、
凹部１２ｄ内に、その自重により落とし込まれる。
【０１０５】
　これにより、アーム状をなす移動係止部材１１がストッパの役目をなし、蓋体ａの閉止
方向へ動きが停止され、蓋体が開放したままの状態で保持される。
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【０１０６】
　これにより、作業者は蓋体を持って開放した状態に保持する必要がなく、１人の作業者
で楽に、設置時における内部配線作業やランプ交換等のメンテナンスを行うことができる
。
【０１０７】
　作業が終了し、蓋体ａを閉止する場合には、蓋体を左手で保持し、移動係止部材１１を
直接右手で、若しくはドライバー等の工具を使用して、図２中矢印の方向に引き上げ、係
止部１１ｃと凹部１２ｄの係合を解除する。
【０１０８】
　さらに、そのまま蓋体ａを閉じて行くと、移動係止部材１１の枢支部１１ｂが回動しな
がら、係止部１１ｃが長溝１２ｂに沿って図２中左方向に移動し、凹部１２ｃ内に、蓋体
及び移動係止部材１１の自重により落とし込まれ、係止部１１ｃが凹部１２ｃの傾斜した
奥に入り込んだ状態で係合する。
【０１０９】
　これにより、蓋体ａが灯具本体ｂに対し閉止されると同時に、係止部１１ｃが凹部１２
ｃに係合して蓋体が開放する方向へ動きが確実に停止される。
【０１１０】
　この状態で、蓋体ａの開閉端を手で開けようとしても、若しくは風で蓋体が煽られても
、係止部１１ｃが凹部１２ｃの傾斜した奥に入り込んだ状態で係合しているので強固に保
持され外れることはない。
【０１１１】
　次に、上記のように蓋体ａが灯具本体ｂに対し閉止された状態で、ラッチ機構２５を操
作し、ラッチ部材２５ａのラッチ突起２５ｃをラッチ受け部２５ｂの凹部２５ｅに係合し
、上方に回動させて係止する。これにより、蓋体ａは開閉装置の保持機構１０の係止部１
１ｃと一方の凹部１２ｃとの係合によって閉止状態に保持されながら、さらにラッチ機構
により閉止状態に確実に保持される。
【０１１２】
　この際、万一、ラッチ機構２５による蓋体ａと灯具本体ｂと係合操作を忘れたとしても
、上記のように蓋体と灯具本体とは開閉装置の保持機構１０による移動係止部材１１と固
定係止部材１２の係合により、手で開けようとしても外れることがないように閉止した状
態に保持されている。このため振動や風によって蓋体ａが不用意に開くことはない。
【０１１３】
　なお、ランプ交換等のメンテナンス作業の際に、閉止状態から、蓋体ａを開放するには
、灯具本体ｂ底面から突出させた解除機構１４の操作ボタン１４ｃを指で押し、カム部材
１４ｂのカム１４ｂ１上面で係止部１１ｃを押し上げ、凹部１２ｃの奥に入り込んだ係止
部１１ｃが凹部１２ｃの傾斜に沿って押し上げられて凹部１２ｃから飛び出し係合が外れ
、解除される。
【０１１４】
　この状態で蓋体ａを上方に開けば、上述した開放時の作動で蓋体ａが開放した状態に保
持され、ランプ交換等のメンテナンス作業を行うことができる。
【０１１５】
　上記構成の道路灯において、開閉装置の保持機構は図５に示す構成のものを使用するよ
うにしてもよい。
【０１１８】
　解除機構１４の操作ボタン１４ｃを灯具本体ｂ（２２）の底面に設けて、灯具本体底面
外方から操作するようにしたが、解除機構の取付位置及びカム部材の形状、構成等を変更
して、灯具本体の側面、上面さらには背面、正面から操作できるように構成してもよい。
【０１１９】
　解除機構１４の操作ボタンにパッキングを介在させて、防水構造に構成するようにして
もよい。
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【０１２０】
　高速道路用の道路灯として構成したが、防犯灯や街路灯などの照明器具でもよく、防犯
灯や街路灯など比較的小型の照明器具の場合には、灯具本体及び蓋体はアルミダイカスト
に代えて強固な合成樹脂で構成してもよい。
【０１２１】
　上記構成の照明器具によれば、移動係止部材１１と固定係止部材１２により、蓋体を開
放した状態で保持することができ、設置時における電気配線等の作業が１人で容易に行う
ことができる。
【０１２２】
　さらに移動係止部材１１と固定係止部材１２により蓋体を閉止した状態で保持すること
ができるので、万一、ラッチ機構２５による蓋体と灯具本体と係合操作を忘れたとしても
、蓋体と灯具本体とは開閉装置１０（２４）による移動係止部材１１と固定係止部材１２
の係合により、閉止した状態に保持され、振動や風によって蓋体が不用意に開くことはな
い。
【０１２３】
　さらに、蓋体を開放した状態で保持する構成手段（ストッパ）と、蓋体を閉止した状態
で保持する構成手段を、移動係止部材１１と固定係止部材１２からなる共通の一つの構成
手段で行うことができ、別個の構成手段でそれぞれの機能を果す必要がなく、構成が簡単
で、組み立て作業も容易に行うことができ、コスト的にも有利な照明器具を提供すること
ができる。
【０１２４】
　また、開閉装置の保持機構を構成する各部品は、金属の棒体や金属板をプレス加工する
ことにより形成することができる単純かつ簡単な構成であり、また主たる構成部品は移動
係止部材１１と固定係止部材１２及び解除機構１４の３点で構成され、部品点数も少なく
、さらに、灯具本体には支持ボスｅ（２８）等を形成する等、簡単な加工で開閉装置の保
持機構を取付けることができ、より一層、構成が簡単で、組み立て作業も容易に行うこと
、コスト的に有利な照明器具を提供することができる。
【０１２５】
　開閉装置の保持機構は、灯具本体２２のポールＰ側に設けたので、ポールＰから遠い側
に取付けたラッチ機構と離して配置することができ、特許文献１のようにラッチ装置と落
下防止装置、本発明の開閉装置の保持機構とを一体的に集中して構成することがなく、構
造が簡単になり、さらに狭い箇所に複雑で細かい部品を使って組み立てる作業も不用とな
る。
【０１２６】
　さらに、ラッチ機構の操作及び蓋体の開閉操作は、ポールＰから離間した位置で行うこ
とができ、操作の際にポールが邪魔になることなく、より一層、高所での作業を容易行う
ことができる。
【０１２７】
 さらに、照明器具のヒンジｃ（２７）側でヒンジの近傍に設けて構成されているために
、蓋体と連結する移動係止部材１１は短い構成のもので済み、スペースをとらない小形の
開閉装置が構成され、ポールＰの支持部２２ｄの狭いデッドスペースを利用して設置する
ことができ、照明器具全体の大型化を阻止することができる。
【０１２８】
　開閉装置の保持機構は、ヒンジの近傍に設けて構成されているために、万一、開閉装置
の保持機構の備品が内部で引っ掛かり、解除機構１４を操作しても係合状態が解除できな
い場合、本実施形態では開閉装置の保持機構が灯具本体と蓋体のヒンジ側に設けられてい
るので、灯具本体と蓋体の間に隙間が形成され、その隙間からドライバー等の工具を挿入
して部品の引っ掛かり状態を解除し修理を行うことも可能である。
【０１２９】
　以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、本発明は上述の実施形態に限定されるこ
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となく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において、種々の設計変更を行うことができる
。
【図面の簡単な説明】
【０１３０】
【図１】本発明の実施形態における照明器具に用いられる開閉装置の保持機構の斜視図。
【図２】同じく開閉装置の保持機構を、開放した状態で一部を断面して示す正面図。
【図３】同じく開閉装置の保持機構を、閉止した状態で一部を断面して示す正面図。
【図４】同じく開閉装置の保持機構を、閉止し解除機構を動作させた状態で示す正面図。
【図５】同じく開閉装置の保持機構の変形例を、一部を切り欠いて示す正面図。
【図６】本発明の実施形態における照明器具を、蓋体を開放した状態で示す斜視図。
【図７】同じく照明器具を、蓋体を閉止した状態で一部を断面して示す側面図。
【符号の説明】
【０１３１】
　１０（２４）　開閉装置の保持機構
　１１　移動係止部材
　１２　固定係止部材
　１２ｂ　ガイド
　１２ｃ　係合部
　１２ｄ　係合部
　１３　解除手段
　２０　照明器具
　ａ（２３）　蓋体
ｂ（２２）　本体
　２５　ラッチ機構
                                                                      
【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】
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